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大 塚 初 重
私は新制の明治大学文学部史学地理学科の考古学専攻第一回の卒業生でございま した。 これ
も木村先生が申されましたように,旧 制の専門部,地 歴科を終えましてか ら,新 制の文学部の
三年に編入を致 しました。専門部時代は当然二部 しかございません。昼間が文学科のほうで,
地歴科というのは夜 しかございませんでしたから。戦争から帰ってきた1946年 終戦の翌年の
2月,上 海から復員 して間 もない3月 に入学試験を受けたのです。受験場には陸海軍の軍服が
溢れていました。戦争には敗けたが今度は学問でがんばるぞという意気込みは高か ったように
覚えています。幸い合格できました。母ひとり子ひとりの私は昼間は働き夜勉学することを考
えてお りました。商業学校時代の友人の紹介で商工省特許標準局に入 り,4月 か ら夜学生 と役
人のダブル生活が始まりました。多 くのかたはまだ記憶に生々しいと思いますけれ ども,昔 の
あの記念館を含めた古い建物,亡 くなりました西洋史の杉勇先生によれば,日 本の大学でこん
な汚いしかも階段が急な大学はない,と 毎回授業でうかがっておりま した。そういう古い建物
の三階 ・四階の教室で夕日を眺めなが ら,昼 間勤めを持 ってましたから二食持って家を出る。
焼きむすびを食べながら,二 部の授業の開始を待つという,懐 か しい思い出です。それに比べ
てこんなに素晴らしい教室で話 しができる。時代の推移を本当に噛み しめてお ります。専門部
時代 も46,47年 頃まで裸電球でございまして,夜 学の授業が終るとクラス委員が電球を外 し
て,二 階の教員室,そ こまで電球を返 しに行 く。でないと,盗 まれる。そういう戦後の社会で
ございました。私は商工省(通 産省)に 勤めてお りましたけど,大 学へ来るとまず昼間の学生
の授業の後,三 階が30番 台,四 階が40番 台の教室をまわってモク拾い,つ まり昼間の学生の
吸ったタバコの残 りかすを拾って集めるのがまず授業の前のことで,み んなキセルを持ってい
て一服ずつ吸 って,回 し飲みしてから授業が始まるという専門部時代で,い よいよ新制大学が
スター トするのです。
実は日本史 と東洋史 と西洋史 と地理は,明 治大学文学部,新 制文学部 と同時にスター トいた
しましたので,1949年,昭 和24年 にスター トいた しました。考古学専攻は一年遅れました。
どういう事情か私はよく分かりません。考古学にも,考 古学の専攻ができる。つま り,日 本の
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大学で考古学の学科,講 座っていうのは,ご 承知のように京都大学 と東京大学の考古学 しか ご
ざいませんで したか ら。早稲凪 慶応,国 学院は勿論,考 古学の勉強 ゲξいうか,研 究はや っ
ておりました し,三 田史学会,慶 応は昭和の初めに日吉の古墳群の発掘などをやっております
し,国 学院大学は鳥居龍蔵先生が昭和の7・8年 か ら国学院大学考古学会 という学会に関係 を
されておりました。早 ・慶 ・明という言葉があるけども,早 慶には考古学的な活動が戦前か ら
ございましたけども,明 治には昭和の9年 から後藤守一先生が非常勤講師で専門部の地歴科に
講義に行 っていたというだけで,別 になかった。その明治大学に考古学専攻ができるというこ
とは,後 藤守一先生と杉原荘介先生,お 二人が力があってつ くることになったんだろうと思い
ますけども。1950年,昭 和25年1月25日 の文学部教授会で考古学専攻をつ くることが可決
されま した。 したが ってそれ以降,明 治大学の考古学専攻では,毎 年1月25日 は飲 み会。つ
まり,考 古学専攻の創立記念 日ということです。最近はちょっと忙 しくな りまして,し ており
ませんが,ず っとやってお りました。干支が丑年の後藤守一先生はホルスタイ ン系の乳牛で,
同じ丑年の杉原荘介先生はスペインの闘牛のような感 じで,こ の両雄相侯 って考古学専攻をつ
くることには,随 分壮絶な色々なご苦労があったんだろうというふうに思います。私どもは実
は,新 制文学部の第一回卒業生ということは,先 程木村先生 もおっしゃられましたけれども,
専門部からスライ ドした,つ まり専門部を終えてから編入試験を受けて新制文学部3年 に入 っ
てきた学生ということであります。きら星のごとく有名な,著 名な先生方が並んでおられまし
た。私は専門部時代,神 田先生の演習で英文の東洋史関係の文献を読むなんていう授業をや っ
てきたんですね。
そういうなかで考古学専攻ができあがっていくということについて,雑 誌がほしい,と 。立
教大学にだってあるじゃないかと。慶応にだってあるじゃないかと。早稲田にもあるじゃない
か。関西の大学に行って も,九 州大学,ど こに行 ってもみんな学会があって歴史の雑誌を持 っ
ている。明治大学にないことはない。 ということで,先 程木村先生のお話 しがありましたよう
な,我 々同級生が相図 りまして,い ま山口県の宇部にいる池田信興 さんとか,よ うするに史学
地理学科の学生会に来る活動費ですね,何 万円だったか分かりません。10万 だったか,15万
円だったか忘れましたけれども,全 額先生方に提供をして,そ れを基金 にしてつ くろうとお願
い したのです。我々が卒業する時,3月 の20日 刊行で,駿 台史学第一号 ができました。 とこ
ろが,こ れ も木村先生のお話 しにございま したように,印 刷屋にお金が払えない,足 らないと
いうことで,ど うしょうかということで,私 は4月 から文学部助手になった もんですか ら,政
治経済学部の渡辺操先生の授業用に駿台史学創刊号を教室まで持 っていって売 りま した。400
人 くらい政経学部の学生が渡辺先生の授業を受けており,先 生のこの論文から試験問題を出す,
というのです。うまいことをやるなあ,と 思いました。北海道の農業 についての論文をお書き
になってお られました。全部売れました。 したがいまして,駿 台史学の第一号は残部がないん
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です。 もし古本屋にあって もこれは高い値段がついているんじゃないか,と いうふうには思い
ます。
実は考古学専攻ができあがったのが昭和25年,1950年1月25日 。4月 から専攻としてスター
トをするわけですが,そ の前段階というと専門部時代から後藤先生と杉原先生のご活躍があっ
たわけです。 ちょうど戦争に日本が負けたということがございま して,そ れまでの日本建国に
関する文献史学,古 事記,日 本書紀に関わる部分の皇国史観 ということが,つ まり解放されま
して,戦 後初々しく考古学活動が登場 して くる。全国の高等学校にも郷土研究部というのがで
きて,各 地で大小の発掘が展開するという時に,静 岡の登呂遺跡の発掘を実は杉原荘介先生が
仕掛けて,後 藤守一先生と二人の共同研究で 「駿河 ・富士見 ケ原における古代農耕村落の研究」
という文部省の科学研究費の申請をされました。それが1947年,昭 和22年 の文部省科学研究
費が通過 して,5万 円の研究費が出ました。その5万 円を後藤 ・杉原両先生が提供されて,学
会に呼びかけて,日 本の考古学界をあげて登呂の発掘をやろうじゃないか,と 。その5万 円に
端を発 して,静 岡市が15万,静 岡県が15万 円という基金で,昭 和22年 の登 呂第一回めの発
掘を始めるんですけども,な かなかこの県 と市の寄付金が来ない。随分ご苦労なさったと思う
んです。実は明後 日か ら登呂へ出かけるという時に,杉 原荘介先生は専門部の我々考古学を勉
強 したいという学生が6～7名 はいまして,お まえ ら登呂へ行 くんだった ら明 日学校へ出て来
い,と 。学校へ行きましたら,真 夏の7月 の暑い時に古い明治大学の駿河台校舎の屋上に平板
を持って来い,と 。平板,測 量の道具を持 って屋上にあが りますと,杉 原先生が床面に白墨で
直径5メ ー トルの円を書 きました。真ん中に丸を書いて,そ の中に炉,fireplaceと 書 き,周
りに4つ 小さな穴を書いて,柱 の穴 として,測 量をしました。生まれて初めて平板を水平 にす
ることか ら,測 量の基本技術を出発の前 日に屋上で教わ りました。そして,22年7月13日,
鍬入れ式が終 って,東 大 ・早稲田 ・慶応 ・明治 ・国学院 。法政 ・日本女子大 ・東京女子大,各
大学のみんな発掘に来た人が約50人,学 生が並びました。 この中で測量ができる者,と いう
杉原先生の問いに,で きますと手を上げたのは明治大学の私達だけでした。我々,昨 日習 った
方法でや りました。つまり,戦 後の登呂の発掘 もそういうところがら始まった,と いうことで
あります。杉原荘介先生を支えるために我々は何でもやるということでした。実は昨年から静
岡市教育委員会は,50数 年後の登呂遺跡の再発掘を始めま した。私たちが学生時代に,の ち
に明治高校の校長になった保坂 さんだとか,横 須賀にいる川上さんとか,そ ういう明治の発掘
隊が掘 った第一号住居趾をは じめ,今 年は48年2号 ・3号住居趾,ま だ数年続 くんですけれ
ども発掘が進んでいます。この50数 年間の年月というものは,50数 年前に我々が学生時代に
掘 った発掘の仕方,堀 りあげた状況の情報の取 り方,こ んなに日本考古学は発掘技術も変わっ
た,遺 跡の見方 も変わった,と いうふうに自分自身,大 変驚きました。 ところがその第一号住
居趾の床面か ら仁丹のケースが発見されました。1947年 ごろ,ガ ラスケースに入 ったあの仁
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丹を口にいれて調査をするなんてのは,当 時の学生では考え られません。これは杉原荘介先生
の落 し物に違いないと思います。いま静岡市教育委員会にとってある。それから消しゴムも落
ちてお りました。竹べらが五本出てお ります。これは,「 ～研究室」 という,上 の大学名が消
えて しまっていたんです。国大か,東 大か,明 大か,早 大か,そ ういうものも今現在の発掘の
また考古学資料になっているということであります。登呂の発掘がベースになって,明 治大学
で考古学専攻が昭和25年 にできる,私 はベースになったんだろうというふうに思っています。
渡邊世祐先生が現地へこられま した。宗京奨三先生がついて,お 越 しにな りました。私は登呂
の発掘隊⑱書記というか,明 大の学生でありながら発掘隊のマネージャーをおおせつかりまし
た。最初の年は東大の西洋史の今井登志喜先生が登呂遺跡発掘調査会の実行委員長でございま
して,そ の今井先生が現地にお見えにな りました。今井登志喜先生,長 野県の方でしたよね,
確か。非常に背が高い。私は小 さい。杉原先生が,こ の暑い夏だから今井先生が倒れないよう
に 「大塚,日 傘をさせ」,と私 に命 じました。私は一時間半 くらい汗びっしょりになって,今
井登志喜先生に日傘 をさしたことがございます。今から3年 前にそのことを雑誌 「日本歴史」
に随筆を書 きましたが,今 井登志喜先生のお嬢さんが私の文章を読んで,わ ざわざ長野県か ら
お手紙をいただきま した。歴史 っていろんなことがあるな,と 思いました。
登呂遺跡だけではな くて,実 は旧石器の問題がございました。皆 さんご承知のように群馬県
には相沢忠洋さんが私より一つ上,ほ ぼ同年輩なんですけども,群 馬県に海軍から復員 して赤
城 山麓で納豆の行商や 「ボンせんべい」の行商をしていた相沢さんが岩宿丘陵で槍先形尖頭器
を発見。 ちょうど1949年,昭 和24年 登呂遺跡の発掘が間もなく終わるという8月 末に,東 京
に残っていた芹沢長介さんから杉原先生に手紙が届いたのです。明大の大学院では私と一緒だっ
た芹沢長介 さんは,後 に東北大学教授になって,い ま名誉教授です。その手紙を読んだ杉原先
生 は,い つ も登呂遺跡の発掘が終わると,後 藤守一,東 大の駒井和愛,八 幡一郎,斎 藤忠先生
などの実行委員の先生方 と丸子の宿で一泊 して解散というのが恒例なんですが,こ の時だけは
大塚君,急 用ができたので8月31日 で帰るよ,と いうんです,杉 原先生が。何の急用かは私
わか りませんでしたけれども,実 は相沢さんが旧石器的なものを発見,重 要な石器 らしいから
す ぐ見てくれ,と いうことで杉原荘介先生は東京へ戻ったのです。岡本勇君は,つ い先年亡 く
な りましたけども,彼 も杉原先生か ら耳 うちをされて,8月31日 で終わ って9月1日 には杉
原荘介,岡 本勇,ご 両人が東京へ先に帰るのです。実は岩宿遺跡の試掘調査に9月4日 に出か
けて,そ して9月 の上旬にあの記念すべき岩宿の石器の第一号を杉原荘介先生が掘るわけです。
当時,ク ー ド・fア ンとか,あ るいは握 り槌形石器などと云っていました。 それが昭和24年
なんですね。そういうことも考古学専攻をつ くる,私 はベースになっていったんだろうという
ふ うに思います。干支が丑のためホルスタイン乳牛と私がいみ じくも言った後藤先生は,杉 原
先生のいうことを,ふ んふん,と よく聞いておられました。その昭和24年 の10月 に第一回の
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本 発掘,翌 年1950年,昭 和25年 の春 に第二 回めの岩 宿の本発掘が行な われ ます。 その第一回
めのですね,49年 の10月 の本発掘 の時に國瑞寺 とい うお寺 に泊 まったの です。岩宿 のす ぐ傍
のお寺 さんなんですが,裸 電球 のお寺の本堂 で杉原荘介先 生 と,後 に東北大 学の教授 にな られ
る芹沢長介 氏,当 時 はまだ学生 です。年 は私 よ りず っと上 です けども。 その芹沢長介 さん をは
さんで裸 電球の下でバ ーキ ッ トの 「OldStoneAge」 とい う 「旧石器時代」 とい うイギ リスの
文献 を二人 で開いて,こ れがバル ブスか,こ れが フ ィッシャー?こ れが リング,こ れがプラッ
トホーム,日 本 語で何 と呼ぶか,と いうことで杉原 ・芹沢 両先 生が岩 宿の國瑞寺 で二 人で英語
を ど うや って 日本語 にす るか,で すね。細部加工 とい うか,と い うように岩 宿の旧石器の名所
(な どころ)の 日本語 を最初 に決 める。 そ うい う作業 を必 死でや っているの を横 目で見 て ま し
た。我 々はず っと剥片ばか りにエ ナメル でIwajukuの1,A地点 のA,ナ ンバ ーで1番 か ら
100番,200番,エ ナ メルで石 に書 いて ま した。
その時 にとん とん とん,と 本堂にあが って くる人が いて,扉 戸 を開けたお じさんがお りまし
て,「 君 た ち明治の学生か,こ ん な無駄 な発掘 はやめたまえ,こ んな もの は旧石器ではない」っ
て大音声で怒 鳴る人 がいるんですね。 「芹沢君 と杉原君 い ますか」 と。 杉原 君 とい うか らには
これ は相 当な人 だな と思 った ら,東 大 の山内清男先生なん です。東京大 学 は昭和18年 に栃木
県の普門寺遺跡 で押型文土器 を発掘 してお りま して,そ れ は二次的 な堆積 で赤土 の中か ら縄文
早 期の土器が 出てる。事実 出て るんです。赤土 か ら土器が 出な いで石器 だけなん てそんな こと
はない。我 々は18年 に栃木県の普門寺で赤土か ら土器 を掘 って るんだ,嘘 つ くな,と い うこ
とでわ ざわ ざ山内清男先生 が我 々の発掘 隊の本 部に殴 りこみ というんですかね。東京大学 の理
学部 の人類学教室の著名 な山内清男先生 が,明 大 の発掘 隊の宿舎 まで来 て,無 駄 な発掘 はやめ
ろ,と 。 そ ういう営 みが今 日まで続 いていた ら,前 期旧石器捏造問題 はなか ったん じゃないか
と思 い ます。そ ういうこと もあ って,私 はや っぱ り明治大学の考古学専攻の スター トにな って
い ったので はな いか,と い うふ うに思 います。
その ようなことが ございま して昭和25年4月 に考古学専攻 がスター ト致 しま した。 私 の見
る所,後 藤 先生 は非常 に温厚 な先生で ございま して,御 自分で我慢をす るという面が強か った
と思 います。 したが って,専 攻 と して考古学専攻 がスター トしてか ら,全 ての カ リキ ュラムの
運営 か う,多 分細 々 した研究室 のことは全 て杉原先生,ス ペイ ンの闘牛型で あった丑年の杉原
先生 の言質 とい うか意見が通 ったんだ ろうとい うふ うに思 ってお ります。 というの は,亡 くな
りま した在野 の長野 にお られ た考古学研究者 の藤森栄一先 生が,「 大塚 さん,日 本 の考 古学 界
で杉原荘介君 くらい,時 計 と同 じだね,針 が絶対バ ックしない,進 むだ けだ」 と。や るといっ
た ら絶対進 む,と い うふ うにおっ しゃって ま した。 その下 で君,助 手だか ら,わ か るよ,と い
うふ うな こともお っ しゃって お りま した。登 呂の発掘 で,僕 は杉原先生か ら発掘のマネー ジメ
ン トをやれ,と いうことで,50人 の発掘 隊の帳簿付 けか ら,そ うい うマネ ー ジメ ン トを ず つ
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と登 呂の4年 間やってまい りま した。 住友銀行,静 岡銀行の登 呂発掘隊の 口座 に振 り込 んだお
金 を,調 査費 をおろ しにい くの も私 の役 目で ござい まして,三 日に一回 くらいずつ静 岡銀行 へ
行 く前 に,杉 原先生 は 「大塚君,俺 の ダンスの相 手を探せ」 とい うのです。発掘 に来て るんで
すよ。静 岡に発掘 に来 てるのに,ダ ンスの相手 とは何事か と思 うのですが,や っぱ り先生,恩
師の命令 です か ら,「 登 呂遺跡発掘 隊 さ一ん」 と呼ばれて,銀 行の窓 口に行 って今 日の払出分3
万 円の現金 を もらってか ら,「 失礼 ですけ どもダ ンスをおや りにな ります か」 と聞 い て,う ら
若 い女性行員 が,「 はい,い た します」 と。「実は登 呂の発掘 に来てい る先生が,ど うして も今
晩踊 りたいんですけ ども,「 マル」 とい うダ ンスホールで7時 に来 ていただ けます か」 と頼 む
のです。 いいですよ,と 。 私は登 呂の発掘 に来て,杉 原荘介先生 と静岡銀行の女子行員 とのダ
ンス の仲立 ちまで しているんです。 後で思 うと,何 を しにい ったんだ,と 思 うん ですけ ども,
そ うい うや っぱ り思 い出が ございます。 それか ら3日 に1同 ずつ静岡の小黒 の魚市場 か ら連 絡
が入 って,登 呂遺跡発掘 隊50人 にお魚の配給 があ りま した。 すけそ う鱈 それ 以外 の お魚 は
なか った。 そ して,静 岡県 の経済部か ら配給 された 自転車2台 は,こ れ も杉原先生 や偉 い先 生
が発掘現場 で乗 り回 してお りま した。私が魚市場へ行 くの に乗れ ない,自 転車 が。 て くて く歩
いて,2km歩 いて小黒 の魚市場 へ,今 は魚市場 あ りませんけ ども,行 くと,「 登 呂発掘 隊 さ一
ん,は い50人 前」,こ んな木の箱 に50匹 のすけそ う鱈 を入 れて くれ るんです 。 ど うや って 学
生 さん運 ぶんですか,と い うか ら,担 いで運 びます とい うと,そ れ じゃ魚 がまい っちゃう。 と
う とう
いって,氷 を山 ほど木 箱に入れて くれ るん です。 それを私担 いで,真 夏 の有東街道 を発 掘隊の
宿所 まで帰 って くる と,氷 が溶 けて半袖 シャツが もう血糊で真 っ赤で,生 臭 くて。 そ うす ると
登 呂の有東 街道の途 中の農家のお じさんが見かねて,学 生 さん ち ょっと寄 っていきな,と い っ
て水洗 い して くれて,シ ャツを。 その うえ リヤカーを貸 して くれ るん です ね。 そ うい う思いで
登 呂をや りま した。 こう した経験 が私 の若 い頃の一番支 えにな ったん じゃないかな,と いうふ
うに も思 ってお ります。
杉原荘介先生 は,2年 目の1948年 に登 呂村の限界を知 りたい,つ ま り登 呂遺 跡 は北 は どこ
までい って いるのか,南 は水 田が展 開 している。 そ うす ると北 は どうな ってい るのか,と い う
こ とのため に幅6メ ー トル,長 さ100メ ー トルの大 トレンチを北 に向か って掘 り進 める計画 を
たて ま した。 それは勿論土木会社 に請 け負わせ るのです。発 掘費 の90%は,全 部 そ れ に投 入
す る,と い うの が杉原先生 の主張 です。 ところが同 じ登 呂遺跡 の実行委員 の東大の八幡一郎先
生 は,「 杉原君,何 を言 うんだ」 と。「住居 趾を一軒 ・二軒 で も今年掘 り出 さな いと,来 年の科
学研 究費がつか ない よ」。・「君 の言 うことも分かるけ ども,住 居趾 を掘 るのを優 先 すべ きだ」。
「3年 目 ・4年 目のた めに も北 の限界を知 るべきだ」,と いうん です。夜,登 呂の 宿舎 の蚊 帳 の
中で大激論 なん です。私 は書記 な もんですか らその ちょっと傍 で寝 るんです けど も,蚊 帳の中
'
でかす と り焼酎 を飲み なが ら酔 っ払 った八幡 ・杉原 先生 が大 激論。 杉原何を いうか,と い う激
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議で すね。 しか し,闘 牛 は ひるまなか った。 結局 は後藤先生 や早稲 田の滝口宏先生 やまわ りの
先生方 の とりな しで,や は り登呂の発掘 は大発掘 なん だか ら,ど こが北 の限界 か先 に知 るべき
だ,と い うので,杉 原先生の主張が とお りま した。 それで幅6メ ー トル,長 さ100メ ー トルの
トレンチを入 れま した。 その結 果,一 番北方で礫層が 出てきま した。 それは杉原先生 が名 付け
た登 呂川 だ ったんです。 その川幅が どの位で,ど うな るか ってい うこ とを調 べるのが明治 の学
生 なんです。八 幡先生 の手前 もあ り東大 や早 稲 田や国学院 などの学生 さんは使 えない。 とい う
ので,私 とか岡本勇 とか川上久夫 とか松永千里 が礫層 を掘 るの です。 そのか わ り夜 は杉原 先生
が焼酎 を飲 ませて くれた。 昼間は もう発掘 の一 番難所 をや らせ るん です ね。 まだ昭和23年 ご
ろはポ ンプなんて手 に入 りません。 ですか らバケ ツで水をか き出 して,川 を掘 っているわけで
すか ら,い くらかき出 して も減 らないんですね。 そ ういうことで登 呂の礎 にな った とい うかん
じで した。今年 も登呂は静岡市がその所を掘 りま した。 そ して,50数 年 前 の そ うい う苦 しみ
を思 い出 しま した。
私 この頃思 うんです け ども,駿 台史学会 の運 営,諸 先生方頑張 って ほん とにこういう今 日の
催 し物,有 意義 だなとい うふ うに思 うんですが,生 涯学習教育 ということで この 頃定年 にな り
ま してか ら,全 国を歩 いているんですけ ども,各 地 に明治大学の卒業生が活躍 してます。考古
学だ けで はないん です。 日 ・東 ・西 ・考 ・地理 ですね。 先生,私 明治の史学地理学科卒 なんで
す よ,と 言 って,活 躍 しています。 そ うい う諸君 と会 う と,是 非 私 も気 をつ け ます け ど も,
OB・OG,卒 業 生を大 事に しない私立大学は,私 は未来 はない と思 っています。卒業 生を大事
に して,と い うことは,こ うい う学会活動 やアカデ ミックな活動で も是非 目を全国 に くまな く
配 ってですね,各 地で活躍 している卒業生 を引 っ張 り上 げて大 事 に して あげて ほ しいな,と い
うふ うに思 って お ります。 それ が多分明治大学 の駿台 史学 会の将来,あ るい は明治大学の史学
地理 学科の将来 につ ながってい くの じゃないかな,と い うふ うに思 います。 私が3年 に編入 し
た ころは,さ っき木村先生 の話 しにあ りま したよ うに,新 聞に出 ま した,小 さ く。明治大学文
学部,第 二次募集,第 三次募集,と 。入学試験 の ことですね。30人 くらい しか いな か ったん
です。 それが今 日の文学部 を思 うと,本 当に学生 が沢 山いて,学 校 にお られ る先生方 も,ま た
定年 にな った我 々 も,全 国にお られ るOB・OGた ち も,一 丸 とな ってです ね,明 大 のた め に
頑張ればいいな,と い うふ うに思 います。 ど うも何 かま とまりのない話 しなんです けど も,も
う時間がないですので,私 の話 しはこのへん で終 わ らせていただき ます。 あ りが とうございま
した。
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